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制作：カーラー曲線 Morley Cara 1981年 銃創・爆傷・刃物による致命傷 照井資規 2017年

「銃創・爆傷・刃物による致命的な外傷」と「カーラーの救命曲線」との比較
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注意：このグラフの値は大まかな目安である※カーラー曲線は救急医学では既に用いられなくなっているが日本では依然としてよく用いられている

銃創・爆傷・刃物に
よる致命的な外傷

カーラー曲線
心臓停止後
３分で
死亡率５０％
A fatality rate 
of 50%
3 minutes 
after Cardiac 
arrest

カーラー曲線
呼吸停止後
１０分で
死亡率５０％
A fatality rate of 
50%
10 minutes
after
Respiratory arrest

カーラー曲線
多量出血
３０分で
死亡率５０％
A fatality rate 
of 50%
30 minutes
after
Copious
bleeding

カーラーの救命曲線
Golden Hour Principle
とは、
心臓停止、
呼吸停止、
大量出血の
経過時間と死亡率の
目安をグラフ化したもの
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